










要約:発達にリスクをもつ児の乳幼児期の母子保健事業に不足しているものは何かを発達

障害学童生徒の乳幼児期の情報からと、生活環境に問題のある児の乳幼児期の問題からま

とめた。発達と切り放せない時間と環境の問題に対する配慮が必要であると結論した。具

体的には、保健所に発達にリスクをもつ児の入学までの間、発達に関する評価や発達指導

などの機能を持つ特別の専門家により構成されたクリニックの設置が望まれた。そのクリ

ニックは一般の健診の質を高めるため母子保健関係者への指導力を有することも期待され

た。また、医療行政の面では、障害の背景が重複化し、精密二次検査へのニードが高度化

している現状を配慮し、より充実した経済的支援と受診しやすいシステムの作られること

が望まれた。また、福祉行政には、発達にリスクのある児の保育所入所などを容易にする

経済的、行政的援助をより積極的に配慮することが望まれた。


